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卒業式の後、卒業パーティーを行いました
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竹中憲一さんの逝去を悼む
日中学院校友会長　加納陸人

共和国北京市毛沢東様」だけでは
届かないよと言われ、「この人は
中国で一番有名な人だから」と言
って投函し、その返礼として中国
の対外機関から『人民中国』や

『人民画報』などが送られてきた
といいます。1960年代末には語学
共闘の機関誌『とろ火』を発行し、
在日朝鮮人や入管問題などに取り
組んでいました。本科5期生に途
中入学しましたが、当時の日中学
院の中では、常に問題提起をする
いわば「火つけ役」で、「反卒業
式」の呼びかけをしたこともあり
ます。学院報の創刊号は100号か
ら始まり、降順にしたのは号数が
減ることにより抱えている問題が
なくなっていくという思いがあっ
たようですが、このアイデアを思
いついたのは竹中さんです。ボイ
ラーの資格を取り、夜は新橋のコ
リドーで働いており、何度か相談
をしに訪ねたことがあります。
『毎日新聞』（2000.8.16）の「ひと」

欄に、竹中さんは中国帰国者に対
する教育・生活ボランティアが中
国行きのきっかけだったとあります。
ちょうど私も1974年に中国帰国者
のための日本語教室を主宰してい
て、ときどき竹中さんと彼らが住ん
でいる江東区にある「新幸荘」に
行き、「満州」に渡った一世の人た
ちにインタビューをしました。彼の
オーラルヒストリーの手法はこのこ
ろからありました。このことを知己
の出版社に出版の相談をしたとこ
ろ、まったく相手にされず、沈ん
だ気持ちで神田の古書街を歩いて
帰りました。後年になっても竹中さ
んは「満蒙開拓団」関係の調査、
資料収集をしていたので、その時
の思いが続いていたようです。未
だ文字化していませんが、４年前
に竹中さんにこの話をしたら、よく
覚えていて今からでも遅くないか
らやろうよ、という話になりました
が、放置してきた自身の怠慢さを
気づかせてくれました。

竹中さんとの思い出はたくさん

元日中学院講師、早稲田大学名
誉 教 授 の 竹 中 憲 一 さ ん が 昨 年

（2022年）11月20日に逝去されま
した。享年76歳。

これまで時折、彼の体調を案じ
柏にある家を訪ねましたが、日増
しに声が細くなっていくのが気が
かりでした。

自力で食事ができなくなり、ヘ
ルパーさんに介添えを受けながら
食事をするようになり、1週間ぐ
らい前から食欲もなくなってきた
とお聞きし、ちょうどお見舞いに
行こうと思っていた矢先に、谷部
さんから訃報の知らせを受けまし
た。愛娘の香子さんのお話によれ
ば、おだやかな表情で最期を迎え
たとのことです。

竹中さんは長い間、病魔（パー
キンソン病）と闘いながら、精力
的に研究や執筆活動を続け、多く
の著作を世に出してきました。着
想の斬新さや豊富なアイデアを持
ち、それを世に出そうという執念
はすさまじいものでした。彼の大
著『「満州」における教育の基礎
的研究』（全６巻）は、私もゼミ
の院生も活用させていただきまし
た。体調が悪化している中でも

『人名辞典「満州」に渡った１万
人　本編』や『近代語彙集』、『安
斎庫治聞き書き　日本と中国のあ
いだで』などが出版されました。

私が竹中さんと出会ったのは、
1970年代初頭でしたが、初対面で
話したことが今でも脳裏に残って
います。高校時代に毛沢東に手紙
を書いて、郵便局に行って投函し
ようとした際、局員に「中華人民
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ありますが、日中学院のビラ配
りやポスター貼りでは、たびた
び災難が降りかかりました。よ
く一緒に御茶ノ水駅頭でビラ配
りをしたり、高島平団地でポス
ティングをしました。高島平団
地で竹中さんは上の階から配る
からと、エレベーターに乗った
のですが、しばらくしてから地
震が起き、待ち合わせの場所に
なかなか現れませんでした。突
然エレベーターが開き、竹中さ
んはエレベーターに閉じ込めら
れていたことがわかり、一言

「怖かった」と…顔面蒼白。
私のことですが、竹中さんと

一緒にポスター貼りをした時のこ
とです。夕闇迫る5時ごろでした
が、すずらん通りの電柱に貼ろう
とした瞬間、後ろに警察官が二
人立っていました。竹中さんはう
まく難を逃れ、私はそのままK警
察署に連行されました。K警察署
は学生運動を取り締まることで
厳しいところで、さんざんしぼら
れたあげく、日中学院に戻った時
は夜10時半を回っていました。
教室に５, ６の人たちが遅くまで
残っていて、私の安否を気遣っ
ていてくれました。竹中さんの姿
はありませんでしたが、私のこと
を心配してくれて皆に知らせたの
だとわかり、何だか嬉しい気持
ちになりました。

2001年だったと思いますが、
私が瀋陽で日本語教師研修会に
携わっていた時に、竹中さんが
わざわざ訪ねてきてくれました。
ところが、彼はS教育学院構内の
ベンチに鞄などの荷物を置き、
席を外したすきにごっそり盗まれ
たことがあります。お金やカード、
パスポートなどが一瞬で消えてし
まい、帰国するにも支障をきたし
大変な思いをしたようです。

竹中さんは1978年に北京外国
語学院附属外国語学校に日本語
教師として赴任し、翌年友誼賓
館の自室を開放し、「日中学院
日中友好文庫」（約4,800冊）を
開設しました。現地の人たちが
誰でも使用できるようにし、折

しも日本ブームの時期というこ
ともあり、市民から好評を博し
ました。しかし、文革が終結し
日が浅いこの時代において開設
することは簡単ではありません
でした。開設許可を得るために
当該部署を訪れた時、侮蔑のこ
とばを浴びせられ、北京空港で
抗議の座り込みをしたこともあ
ります。1979年から1981年の3
年間、日中学院は中国中等教育
の日本語教師の招聘や中国語音
韻論の泰斗王力先生の招聘をし
ましたが、そのお膳立てをして
くれたのも竹中さんです。

竹中さんの教育歴で欠かせな
いのが「在中国日本語研修セン
ター」（通称「大平学校」1980
年～ 1985年） です。5年間で600
名の大学の日本語教師の研修を
行なうプログラムでしたが、研
修生のためにいろいろなことを
企画しました。その一つが「ヒ
アリングマラソン」で、彼は夜
遅くまで研修生に寄り添い、熱
意あふれる姿がそこにありまし
た。大平学校の修了生に出会う
と、必ず口にするのが「竹中先
生は本当に熱心ですばらしい先
生…」ということばで、40年た
った今でもとても尊敬され慕わ
れていたことが窺えます。

ちょうどその時期に北京の友
誼賓館にある宿舎を訪ねたこと
があります。ドリップ式のコーヒ
ーを入れてくれたのですが、フ
ィルターを切らしており、トイレ
ットペーパーで入れてくれまし
た。かなり抵抗がありましたが、
飲んでみたらこれがとてもおい
しく、当時住んでいた西安では
飲めないコーヒーでしたので、
今でも忘れられない味です。彼
は北京を堪能し、休日に撮った
という膨大な数の写真を見せて
もらいました。これらの貴重な
写真がのちに『北京歴史散歩』
などの出版に生かされました。

竹中さんはいつも日中学院の
ことを気にかけ、将来を案じて
いました。その最たるものが
2015年に創設された「日中学院

竹中憲一教育基金」です。所蔵
していた中国書画の展示会を開
き、貴重な書画を売却した資金
800万円を学院に寄付しました。
竹中さんは何よりも未来を担う
学院生のことを思い、修学支援、
日中交流、教育研究の充実を強
く望んでいました。具体的にど
のような形になるかわかりませ
んが、一刻も早く彼の思いが実
現することを願うばかりです。

20年前に瀋陽でしみじみ私に
語ったことがあります。「Jiana

（加納）は教科書の仕事をやっ
たらいいよ、とても意義がある
から。オレは大連図書館や档案
館に24回足を運び『満州』時代
の資料を集めてきた。それらを
まとめて世に出したい…」と。
そのことばには次世代に歴史の
事実を伝えたいという思いが強
く滲み出ていました。その後の
彼は植民地教育史や「満州」に
おける教育関係の著書を次々に
出版しました。

ときどき竹中さんの中国への
思い、「満州」時代の研究の原
点は何だったのか考えることが
あります。6年前に自費出版し
た母親の自叙伝『香港・天津・
長崎』を読むと、いろいろな疑
問が氷解してきました。激動の
時代に香港、天津を渡り歩き、
大変苦労され竹中さんを育て上
げたお母さんの存在が大きかっ
たように思います。

今こうして目を閉じると、生
前元気だったころの竹を割った
ような張りのある声が聞こえ、
時には難題をたきつけられ、時
には悩んでいる私を励ましてく
れたことが浮かんできます。竹
中さんとおつき合いして半世紀、
激動の日中関係をともに経験し、
あなたと語り合うことができた
のは幸せでした。私にとってか
けがえのない友でした。本当に
ありがとう。

竹中さん、どうか安らかにお
眠りください。
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日中学院校友会主催日中国交正常化50周年記念講演会

『撫順の奇蹟―親子二代にわたる元戦犯との交流を通して―』①
講師：金勝光氏

　昨年（2022 年）12 月 17 日に金勝光さんの講演会が開催されました。1987 年に本学の日本語科に留学をされ日本語
を学び、大学院で AI の研究をされました。現在は IT 会社の代表取締役として国際舞台で活躍し、校友会の理事もさ
れています。父親は撫順戦犯管理所の所長を務めた方で、日本人戦犯との関わりの中で激動の中国現代史を体験され
た数少ない方です。この管理所の教育を通して、日本人戦犯の「認罪」と中国人職員の「憎悪」の克服をしたという
ことで「撫順の奇蹟」といわれています。

　金勝光と申します。お忙しい中、お時間をいただ
きましてありがとうございます。今日は前半と後半
を分けてお話ししたいと思います。前半は「撫順戦
犯管理所と日本人戦犯の更生教育」を中心に、父が
どのように元戦犯の人たちに教育を行なったかをお
話ししたいと思います。後半は私が来日してからの
ことですが、そのときはすでに元戦犯の方たちは中
国帰還者連絡会（略称中帰連）という組織で活動し
ていましたが、彼らとの二世代にわたる交流につい
て話させていただきたいと思います。

父と映画『ラストエンペラー』

　まず撫順戦犯管理所はどのようなところか、父と
どのような関係にあるのか、映像を見ていただくと
わかりやすいと思いますので、こちらの映像をご覧
ください。みなさんは映画『ラストエンペラー』を
ご存じだと思いますが、その中の清朝最後の皇帝愛
新覚羅溥儀は、「満州国皇帝」になったのですが、
日本の降伏後、捕虜となりソ連に抑留されました。
この映画のシーンは 1950 年にソ連から引き渡され、
撫順戦犯管理所に収監されるのですが、「満州国」
官吏、日本人戦犯と黒龍江省の綏芬河から撫順北駅
に着いたところで、史実と若干違いますが、これは
溥儀が中国側に引き渡されたシーンです。
　こちらは当時の戦犯管理所の所長で溥儀と直接お
話しできた方ですが、父はその時は教育係を担当し、
その後教育副課長、教育課長となり、1964 年に撫
順戦犯管理所の所長になりました。
　この映画の監督ベルトルッチは北京の紫禁城で撮
影するときに、父と 2 週間ぐらいお話ししました。特
に管理所における溥儀のことや釈放後の北京での生
活について、父から聞きました。この『ラストエンペ
ラー』の台本の一部は、父から聞いた話をもとに作っ
たと思われます。そして、この監督は映画の中に父に
出ていただければ、もっと面白いのではないかと思わ

れたようですが、
父は一般人なの
で映画に出るの
はちょっと恥ず
かしい気持ちが
ありました。父
が家に帰りその
話を聞いた我々家族は、ぜひ出てほしいと言いました

（笑）。実は映画の中で「愛新覚羅溥儀」とひとこと
言っているシーンと溥儀を釈放し、釈放書を渡すシー
ンは実際の父です。溥儀は 1959 年釈放されました。

父の生い立ちと撫順戦犯管理所に勤務するまで

　ここから前半のお話をさせていただきたいと思いま
す。「撫順戦犯管理所と日本人戦犯の更生教育」につ
いてですが、父は撫順戦犯管理所の設立から1980 年
までここで仕事をしてきました。出身は現在の韓国慶
尚北道（キョンサンプッド）ですが、1926 年に生まれ
ました。当時の父の家族は（私から見て）祖父と祖母
は農業をやっており、田んぼを所有し水田でお米を作
り、毎年豊作で家族は自給自足の生活ができました。
余裕があれば、お米を売って 1 年間は十分に生活が
維持できる、まあまあいい暮らしをしていました。た
だ、当時の朝鮮半島は 1910 年から1945 までは日本の
植民地下にあり、朝鮮総督府によって当時所有してい
た土地は「不動産登記令」が出され、登記をしないと
耕作ができないということでしたが、当時の朝鮮半島
南部の人たちは、登記に抵抗する人たちが多く、祖父
もその中の一人でした。その結果、登記をしなかった
ということで農田が強制的に没収されました。そのた
め、父の家族は生活できなくなり、祖父は牛を売買す
る仕事をするようになりました。でも、農民ですから
商売はうまくいかず、何年かたつと赤字になり辛い生
活が続きました。祖父は借金を返すために「満州」に
向かい、兄は父を捜しに旅に出ました。そして、1933
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年ごろ祖母は父を含む兄弟 5 人を連れて、7 人の家族
が当時の「満州」、現在の中国東北地方に移住しまし
た。その時は中国と朝鮮半島の国境は厳しくありませ
んでした。夜、荷物を持って延辺から中国に入りました。
あちこち移動し現在の黒龍江省チチハル市の郊外に
たどり着き、地主から水田を借りました。幸い豊作で
だんだんいい生活ができるようになりました。
　父は「満州」に移った後、小学校、中学校に通い
ました。当時は日本の関東軍が「満州」を支配してい
た時代で、学校では中国語、朝鮮語、日本語の教育
が行なわれました。母も小学校で日本語の教育を受け
ましたが、私はそのことを知らず、1980 年代に入り両
親が突然日本語で話したことにびっくりしました。あ
る日、母が大学で日本語を教えている先生に街でばっ
たり出会ったとき、普通に日本語を話しているのに驚
き、いつ日本語を勉強したのかと思いましたが、小学
校から日本語教育を受けたことがわかりました。
　父は高校に入る年齢になり、1942 年にチチハル
市の商業学校に入学できました。3 年間ここで勉強
しましたが、卒業する直前の 1945 年 8 月でしたが、
日本軍に強制的に徴兵させられ、運送部隊に配属さ
せられました。その直後の 8 月 15 日、日本は天皇

の放送があり無条件降伏をしました。それで父たち
は兵役を解かれすぐに自宅に戻りました。
　自宅に戻った父は、すぐに知り合いの紹介で母と
の結婚話が持ち上がりました。実は母は父と同じ小
学校でしたが、特に親しい間柄ではありませんでし
た。ただ、母との結婚に関しては特に嫌な気持ちも
なく二人は結婚しました。父は結婚後、1946 年に東
北民主連軍、今の人民解放軍に入隊して軍人になり
ました。母は黒龍江省の民族幹部学校に入り、帳簿
や経理などを勉強しました。
　その後、父は軍隊から選抜され 1947 年 12 月にチ
チハル市公安局に配属されました。その翌年、1948
年 10 月に瀋陽にある東北公安幹部学校に入り 1 年
間研修を受けました。これはシベリアに抑留されて
いる 57 万の中の約 1,000 人の戦争犯罪者を引き取る
という準備段階として研修を受けたのです。この学
校で世界情勢や東京裁判、政治状況などを勉強し、
戦犯管理所で仕事をしていくうえで必要なことを学
びました。そして、1949 年 10 月に東北公安部政治
保衛所に、1950 年に撫順戦犯管理所が設立され、
そこに配属されました。

（次号に続く　文責：加納陸人）

新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。
　本学院２階奥の
図書室では約２万
点の中国関連の図
書を所蔵しており、
学院に在籍する方
はどなたでも利用
することができます。オンラインで学習されてい
る皆さまも是非ご来室頂き、ご活用ください。

　  ― 学院図書室の特徴とご利用方法 ―
　中国語学習のテキストやHSK、中検などの試験
対策問題集のほか、幅広いジャンルの書籍や雑誌
を皆さまの語学の能力に応じて楽しんでいただけ
るよう取り揃えております。日本語科生には大学
受験のための問題集、さらに日本の知識を深めて
いただけるよう中国語で書かれた日本を紹介する

図書室
だよ
り

本も充実しており、日中の学生が相互で学習しあ
える利点があります。
　視聴覚資料においては日本未公開の映画や現地
での人気ドラマなどのDVD、また、現在では手
に入れることが難しくなった貴重な過去の映画や
ドキュメンタリーなども多数所蔵しており、映像
を通じて当時の中国を知ることができます。

☆ 図書室で貸出カードを発行しますので、ご希望
の方は図書室にてお手続きください。

☆ １階から２階の階段の踊り場に図書室の掲示板
があります。新着図書のご案内や、開室時間な
どをお知らせしています。

図書室のご案内

― 図書室　利用案内 ―
◎開室時間について
12：00 ～ 18：00　（月～木、土）
12：00 ～ 18：45　（金）
＊変更の場合は掲示板にてお知らせいたします

◎貸出期間・点数
本  ・・・・・・・・・５冊
視聴覚資料  ・・・・・３点
貸出期間  ・・・・・・２週間（３回まで延長可）


